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 世界は、地球的規模の諸問題と各地域における諸問題を解決しようと多大な努力を続けてきました。戦争、

紛争、環境、文化、エネルギー、食について着実な進歩を遂げてきましたが、今日にいたっても私たちはまだ

多くの問題に直面しています。そのため私たち ASPnetの高校生は、様々な地域の背景を考慮しつつ、世界の

重要な諸問題について更に知るために、学び合いの努力をしています。 

2005年に始まった「国連 ESDの 10年」は最終年を迎えました。この 10年間、私たちは、学び合いの大

切さを知り、地球的諸問題に共同して立ち向かう姿勢を強めることを学びました。これは、世界の持続可能な

発展の成功には ESDが必要欠くべからざるものであるという明確な信念のもとに達成されました。その結果、

世界は私たち若者世代によるこれら諸問題への参画を、これまでにも増して期待しているように見えます。 

2014年 11月の今日、新しい ESD世代の代表として世界 32ヶ国から私たち高校生はここ日本の岡山市に

集いました。「日常生活と社会において持続性を阻害しているものは何か」、「持続性を促進するために重要な

ものは何か」というテーマのもとで、私たちは身近な問題から話し合いを始めました。 

その後、発展とは何かという話し合いにより、私たちはその多様性を確認しました。 

私たち高校生が先頭に立って、環境、文化、伝統、そして世代や国を越えて人を尊重していくという意見が

述べられました。私たちは責任あるかたちで、様々な目に見える活動により出来る限りその輪を広げていくこ

とが必要です。またそのためには、一人ひとりが自分の生活の中で小さな行動から始めることが大切です。た

とえば、友達との協力やリサイクル運動、ボランティア活動への参加をとおして、ESDに興味・関心を持て

るような楽しい学びの場をより多くの人に紹介していくことができます。そしてこのことは、若者の独創的な

企画によって ESDや若者世代への興味を喚起することにもなるでしょう。私たちは共に行動できることがた

くさんあることに気付きました。 

これらのディスカッションに基づいて、高校生である私たちが現在と未来においてできることとなすべきこ

とを模索して意見を交換しました。その結果、合意にいたったことは次の 5点です。 

  

１． 自分たちの力は無力ではないにせよ限られています。しかし共に助け合い、持続可能性について学び  

合う機会を大切にして、ESDについて発信していきましょう。  

 

２． 私たち高校生は、一人ひとりが地球に生きる一員としての自覚を持ち、環境と周りの自然を意識して  

いきましょう。長期的な視点にたって、学校で ESDが教えられるようになるために責任ある行動を

明確にとりましょう。  

 

３． 私たち一人ひとりが責任をもって互いのつながりを育てることで、様々な生活様式と文化と意見を共  

有して尊重しましょう。そうすることで、学び合いと知的な刺激を促進しましょう。 

 

４．    つながり合いとコミュニケーションを更に学ぶことで、平和と人権と、教育によって個人が成し遂げ

られるものを知りましょう。このことには男女平等と人権と平和と啓発が含まれます。これら全てに

おいて、私たちは教育の果たす重要な役割を意識しましょう。 

 

５.    上記の全てを私たち全員が意識して、個人の明確な目標を明らかにするよう全力を尽くしましょう。 


